
株式会社 アテック 
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代表取締役社長 中島 郁文 

「仕事の進め方改革」 
 

～自工程完結による業務改善～ 

 
■ 商号           株式会社アテック 
■ 設立年月日       1988年4月8日 
■ 事業内容        技術系アウトソーシング 
■ 資本金                 9,000万円 
■ 従業員         1,173名（2018年4月時点） 
  
【 構成人員 】 
     
      機械設計技術者      435名  
      ソフトウェア技術者     413名 
      電子・電気設計技術者   205名 
      その他             120名 
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本  社 共和技術センター 豊田営業所 

東京営業所 横浜営業所 大阪営業所 

自動車業界 : 70% 
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技術系アウトソーシング 

自社エンジニアチームによる 
プロジェクト共同開発 

要望に合わせて 
エンジニアを派遣 

（常駐型プロジェクト） 
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5％ 40％ 

55％ 

（共和技術センター） 

Ｑ 品質 

Ｃ コスト 

Ｄ 納期 

Ｍ マネジメント 

Ｔ  テクニカル 
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アテックの「QCDMT」 

常に意識し、 
仕事の 

成熟度 
を上げる。 



設計補助 

設計担当 

プロジェクト 
リーダー 

メイン設計担当 

管理・統括 

技術 
スペシャリスト 

ＯＪＴ 

PJ推進 

ユニットチーフ 

サブリーダー 

リーダー 

マネジャー 

自己啓発支援 階層別研修 資格取得支援 

人間力研修 

技術力研修 
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 より一層の「品質向上」を目指すなかで… 
 

 【問題】 
 

  ・業務量増大 
  ・若手の増加 
  ・前工程、後工程の認識の違い 
  ・管理者不足 
  ・コミュニケーション不足 
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委託・請負業務での問題 

会社として、「技術力」「人間力」「マネジメント力」
の研修は開催しているものの… 

 

・業務と結びつかない。 

・業務に活かされていない。 
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中部品質管理協会/日本科学技術連盟での研修体系 

© 2016 トヨタ自動車 株式会社 All Rights Reserved 
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中部品質管理協会との出会い 
～一枚のパンフレット～ 
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社員が笑顔になる。 
 

そして 
 

お客様からも厚い信頼を
得ることができる。 
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ＴＯＭＯＫＡＴＳＵ 
共（友）に活動 

ナイキンゲール 

委託部署 13グループ 
90名 

本社(内勤)９部署 
50名 

事務局・リーダー主導 全員参加・即断即決 

業務改廃 みえる化 業務改廃 

資料・電子
ファイルの 

最適化 

導入国連絡
書の手順の 

みえる化 

モヤモヤを打破！ 
マンネリ病を 

[やめる・へらす・かえる] 

ＪＫＫの取組事例のご紹介 

業務改廃 
～ 資料・電子ファイルの最適化 ～ 

- １ チーム - 

ＴＯＭＯＫＡＴＳＵ 
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調査 
(ﾋｱﾘﾝｸﾞ) 

判断 
実施 

進捗管理 
定着 

ＪＫＫテーマ活動 

資料・電子ファイルの最適化 

職場における問題 
・車両の資料・データ探しに 
 時間がかかる（ムダ） 

キャビネットも
データも 

ぐちゃぐちゃ 

どこになにが 
あるのか 

わからない 

ファイルが 
多過ぎて資料が
見つからない… 

メンバー共通のもやもや 

・車両によってファイルして 
 ある資料が違う（ムラ） 

・キャビネットの容量を超え 
 てもファイルを収納（ムリ） 

取組背景 方向性検討 

業務のもやもや 約100件 
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③めあての資料を探す時間を測定 

①キャビネットにあるファイル数の確認 

調査 
(ﾋｱﾘﾝｸﾞ) 

取組背景 判断 定着 方向性検討 
実施 

進捗管理 

1. 現状把握 
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柱 柱 柱

54

55

56

57

58

59

60

61

53

62

69

70

71

72

73

74

75

76

27 28 29 30 31 32 33 36 37 38 3934 35 41 42 43 4440

1チーム 
キャビネット 

【職場レイアウト】 

総ファイル数・キャビネット容積率・資料探索時間 

②キャビネットとファイルの採寸 

KEY 

キャビネット 

キャビネット 

アテック 
委託エリア 
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現状 

総ファイル数 

368冊   ⇒ 260冊  

キャビネット容積率 

145.3％  ⇒ 100％以下 

資料探索時間 

45min  ⇒   5min  

2. 現状把握と目標設定 

テーマ活動の目標 

調査 
(ﾋｱﾘﾝｸﾞ) 

取組背景 判断 定着 方向性検討 
実施 

進捗管理 

18 

調査 
(ﾋｱﾘﾝｸﾞ) 

取組背景 判断 定着 方向性検討 
実施 

進捗管理 

仕事の目的 

お客様は誰か 委託元企業の車両開発部署 

お客様に 

どのような状態に 

なって欲しいか 

担当部品の開発状況について、知りたいときに 

短時間で回答が得られる状態 

仕事の目標 

(到達ﾚﾍﾞﾙ) 

いつまでに 
1.開発イベント毎の品質確認会 
2.関連部署・仕入先との調整・打ち合わせ 

どのレベル 
1.ファイルを使って円滑に説明ができる 

2.必要な資料をすぐに取り出せる 

仕事の 

最終的な 

アウトプット 

目標達成のために
行うこと 

①説明に必要のない資料の破棄・整理 

②古い紙資料のデータ化 

③継続性のある管理方法の確立 

[業務名] ファイリング業務 

3.ＪＫＫの視点 
  [目的・目標・アウトプット] 



・引き継ぎ・承認回覧後 どれを保管すべきか検討 

4. 方策の立案 

①説明に必要のない資料の破棄・整理 
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資料の区分 資料の処置 

承認回覧後、参考情報として使う
ことがないもの 

ファイリングしない 

車両開発の節目までは関係部署
から確認の可能性があるもの 

保管期限を決めてファイリング 

法的に必要期間、資料として残す
必要があるもの 

データ化するまでファイリング 

方向性検討 判断 
実施 

進捗管理 
定着 

調査 
(ﾋｱﾘﾝｸﾞ) 

取組背景 方向性検討 
実施 

進捗管理 
定着 取組背景 

調査 
(ﾋｱﾘﾝｸﾞ) 

判断 

不要な資料（原紙）を破棄する場合は、タイミングを確認の上、実施してください。

41F 品総報告フォルダツリー構成表

保管資料

01 大日程 大日程、その他日程

021 開発指示 開発概要、変更点一覧、企画台数

022 変化点共有シート 変化点共有シート

023 担当部品一覧 担当部品一覧

031 ロジカルチェック結果 ロジカルチェック結果

032 エラー対応 エラー対応資料

04 導入国一覧 導入国一覧

051 適合法規指示 適合法規指示

0521 認証計画立案 認証計画立案資料

0522 担当者調査 担当者調査回答

0523 統合認証資料提供依頼 統合認証資料提供依頼資料

0524 認証車現確 認証車現確案内・現確チェックシート

0531 担当者調査 担当者調査回答

0532 視認性確認 視認性確認結果

0533 内突確認 内突確認結果

0534 法規適合確認指示 法規適合指示資料

059 その他法規対応

060 関係部署変化点確認シート（担当者一覧） 関係部署変化点確認シート

061 点灯要件書（外装ランプ担当） 点灯要件書、メール回答

062 ボデーECU灯火制御条件 リレー引当依頼書、メール回答

063 リレー引当依頼書（ボデーECU担当） ワイパモータ負荷、メール回答

064 ワイパモータ負荷 ステアリングSW仕様連絡書、メール回答

065 ステアリングSW仕様連絡書 ステセン要否、メール回答

066 ステセン要否 メータ・マルチメディア仕様連絡書、メール回答

067 メータ・マルチメディア仕様連絡書 配線仕様書、メール回答

068 配線仕様書 ボデーECU、シフトインジケータなど

069 その他

071 コラムポスト（ディマSW取付） コラムポスト部品表

072 コラムカバー（コンビ干渉） コラムカバー部品表

073 ステアリングホイール（視認性） ステアリングホイール部品表

074 ステアリングSW（SWバリ） ステアリングSW部品表

075 ワイパ＆ウォッシャモータ（負荷値） ワイパ＆ウォッシャモータ部品表

079 その他 その他関係先部品表

0811 搭載 搭載検討資料

0812 I/F確認 メータI/F確認など

0813 生技検討依頼 生技検討依頼書

0819 その他検討資料 開発要因、開発構想書、視認性事前確認など

0821 RMBSS・ソーシング RMBSS、SSR

0822 適用除外申請 適用除外申請、回答メール

0823 号口品番登録依頼 号口品番登録依頼書

0824 要求仕様書 要求仕様書

0825 外設申（RDDP）・添付資料 外設申添付資料

0831 生産準備（生準） 生準（日程・項目）

0832 PESS PESS（日程・項目）

0833 初品データ 初品データ資料

0834 DRBFM DRBFM

0835 部品評価 単品評価結果

084 組付工程確認 組付工程確認資料

085 DOP連絡書 DOP連絡書

091 車両仕様変更＆配線仕様書発行依頼
仕様変更一覧、添付資料、設変WNG、設変チェックシート、IN/OUT管理表

第3階層のフォルダ名は指示書ごとに「BZx1234_対応要_不要」で作成すること

092 N設変
設変資料、設変チェックシート、IN/OUT管理表

第3階層のフォルダ名はN設変ごとに「xxxWF1234_〇〇変更」で作成すること

093 VE・VA設変
VA提案書、設変資料、設変チェックシート、IN/OUT管理表

第3階層のフォルダ名はVE・VA設変ごとに「xxxWFV123_〇〇変更」で作成すること

094 000G設変（織込み確認）
000G設変リスト（STEP1～STEP3）、000G織込確認資料

資料は000Gフォルダから印刷し、二重保管しないこと

1011 搭載検討 搭載検討資料、搭載計画図など

1012 I/F確認 メータI/F確認など

1019 その他検討資料 開発要因、開発構想書、視認性事前確認など

1021 試作品番登録依頼 試作品番登録依頼書

1022 要求仕様書 要求仕様書

1023 外設申（RDDP）・添付資料 外設申添付資料

1031 DRBFM DRBFM

1032 部品評価 単品評価結果

111 リスト行 リスト行

112 K4 K4搭載検討資料

113 SE SE搭載検討資料

114 現図 現図搭載検討資料

1211 組替リスト・試作部品表 指示書、組替リスト、試作部品表、関連資料

1212 配線仕様書 AS配線仕様書発行依頼回答書

1213 組付要領指示・改造メモ Kx組付要領指示、改造メモ

1221 組替リスト・試作部品表 指示書、組替リスト、試作部品表、関連資料

1222 配線仕様書 シス検車配線仕様書発行依頼回答書

1223 組付要領指示・改造メモ Kx組付要領指示、改造メモ

1231 組替リスト・試作部品表 指示書、組替リスト、試作部品表、関連資料

1232 配線仕様書 FS配線仕様書発行依頼回答書

1233 組付要領指示・改造メモ Kx組付要領指示、改造メモ

1241 組替リスト・試作部品表 指示書、組替リスト、試作部品表、関連資料

1242 配線仕様書 CV配線仕様書発行依頼回答書（号口として回答できない場合）

1243 組付要領指示・改造メモ Kx組付要領指示、改造メモ

1291 組替リスト・試作部品表 指示書、組替リスト、試作部品表、関連資料

1292 配線仕様書 その他配線仕様書発行依頼回答書

1293 組付要領指示・改造メモ Kx組付要領指示、改造メモ

131 帳票 品質総点検チェックシート、過去トラチェックシート、IN/OUT管理表、指示書一覧（号口/試作）

132 CEMS部品表 全担当部品（STEP1～STEP3）

133 配線仕様書 配線仕様書マイナー確認

134 実体配線図 実体配線図

1351 コラムアッパーBRKT コラムアッパーBRKT部品表

1352 PKBレバー_ペダル_ステッキ PKBレバー_ペダル_ステッキ部品表

1353 ブレーキブースタ_バキュームタンク ブレーキブースタ_バキュームタンク部品表

1354 MT ASSY MT ASSY部品表

1355 AT ASSY AT ASSY部品表

1356 CVT ASSY CVT ASSY部品表

1357 クラッチペダル クラッチペダル部品表

1358 シフトレバー シフトレバー部品表

1359 その他 その他重複先部品表

141 B資料 B資料作成資料

1421 PMG（Product Marketing Guide） PMG指摘内容

1422 OM（Owner's Manual/取扱説明書） OM指摘内容

1423 RM（Repair Manual/修理書） RM指摘内容

1424 NCF（New Car Feature/新型車解説書） NCF指摘内容

1425 配線図 配膳図指摘内容

1426 カタログ カタログ指摘内容

151 仕様確認 EMC認証対象部品仕様確認資料

152 織込確認 EMC認証対象部品織込み確認資料

153 ワーストケース交渉資料確認 ワーストケース交渉資料確認資料

154 評価結果 技術報告書

161 移行監査・開発部品一覧 移行監査資料、開発部品一覧

162 担当者調査 担当者調査資料

169 その他

991 Z_担当者調査 Z_担当者調査回答

992 原価 原価資料

993 質量 質量資料

994 暗電流・消費電流・電気負荷調査 暗電流・消費電流・電気負荷調査回答

999 その他

16 DSP

99 その他

14 発売準備（B資料＆出版物検討依頼）
142 出版物検討依頼

15 EMC認証

124 CV・認証車

129 その他

13
品質総点検

（号口部品表＆配線仕様書チェック）

135 重複先部品表

11 DA

12 試作車製作指示

121 AS

122 シス検

123 FS

09 号口設変履歴

10 試作部品開発

101 仕様検討

102 試作外設

103 部品製作・評価

081 仕様検討

082 号口外設

083 部品製作・評価

06 関係部署 変化点確認（エビデンス）

07 関係部署 変化点確認（部品表）

08 号口部品開発

05 法規（G-CIS・G-RIS）

052 G-CIS

053 G-RIS

03 ロジカルチェック

第1階層 第2階層 第3階層

02 車両開発

STEP2
Lv. 原紙4Sタイミング 分類

1 回覧完了後

2 品総終了後
3 L/O後
4 L/O 3年後
5 L/O 7年後

・前工程、後工程、関係者に確認 

4. 方策の立案 

①説明に必要のない資料の破棄・整理 
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資料の区分をもとに判断基準を設定 

別チームにも支障がないか確認 

方向性検討 
実施 

進捗管理 
定着 取組背景 

調査 
(ﾋｱﾘﾝｸﾞ) 

判断 

4. 方策の立案 

②古い紙資料のデータ化 

21 

■データ化 

・L/O 3年経過したものは 
 DVDに保存 

3cm 5cm 8cm

85 

258 

25 

71 
147 

16 

BEFORE AFTER
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調査 
(ﾋｱﾘﾝｸﾞ) 

取組背景 方向性検討 判断 
実施 

進捗管理 
定着 

▲14冊 
▲111冊 

▲9冊 

5. 方策の実施と効果の確認 

４Sを実施 
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調査 
(ﾋｱﾘﾝｸﾞ) 

取組背景 方向性検討 判断 定着 

5. 方策の実施と効果の確認 

４Sを実施 

適正化後の 
キャビネット容積率 

90％ 

適正化後の 
ファイル総数 

234冊 

資料探索時間：3min 

目 標 達 成 !! 

実施 
進捗管理 

方向性検討 
実施 

進捗管理 
取組背景 

調査 
(ﾋｱﾘﾝｸﾞ) 

③継続性のある管理方法の確立 

判断 定着 

6. 定着に向けて 

作 成 

ファイルインデックスの統一 

＊＊ Ｋ 

保管期間を自動表示 
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導入国連絡書の手順のみえる化 
～ これを見れば誰でもつくれる！ ～ 

 

４チーム 

みえる化 

ＴＯＭＯＫＡＴＳＵ 
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担当業務 
・認証業務（各国電波、電波認証、認証計画立案 など） 
・設計変更（製品企画指示対応 など） 
・その他 

担当製品 

・TPMS 
 →Tire Pressure Monitoring System 
 タイヤの空気圧を常時モニタリングするシステム 

業務紹介 
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調査 取組背景 判断 定着 
実施 

進捗管理 
方向性検討 

坦 

坦 

坦 

坦 

確 承 管 

観点チェック Wチェック ｾﾙﾌﾁｪｯｸ 

GM 室長 

委託元 自社 

問い合わせ、要望、承認却下 手戻り 

情報が足りない 
承認がだせない 

必要な情報が
分からない 

工数大の「導入国連絡書」をテーマとして活動 

限られた時間で 
やること多すぎ 

１ 

作り方が 
バラバラで 

品質がマチマチ 

２ 

３ 

業務のもやもや 43件 

27 

調査 取組背景 判断 定着 
実施 

進捗管理 
方向性検討 

28 

調査 
(ﾋｱﾘﾝｸﾞ) 

取組背景 判断 定着 方向性検討 
実施 

進捗管理 

仕事の目的 

お客様は誰か 部品メーカー 

お客様に 

どのような状態に 

なって欲しいか 

担当部品の各国ごとの認証をヌケ・モレなく 

取得できる状態 

仕事の目標 

(到達ﾚﾍﾞﾙ) 

いつまでに 量産確認イベント10ケ月前までに 

どのレベル 仕様と仕向先の整合確認が証明できるレベル 

仕事の 

最終的な 

アウトプット 

目標達成のために
行うこと 

導入国連絡書の送付 

[業務名] 導入国連絡書 

不備の場合、出荷停止・リコールに直結 
↓ 

慎重に行うべき業務 

目的・目標・アウトプット 

29 

調査 取組背景 判断 定着 方向性検討 
実施 

進捗管理 

業務フロー図（現状） 

同じ作業を 
複数で実施  

8H 

10H 

10H 

2H 

Ｎ Ｎ－１週間 

５日間 
 30Ｈ 

実質 

３日間で
１０Ｈ 

Ｎ－３日 

30 

取組背景 判断 定着 方向性検討 
実施 

進捗管理 
調査 

～2017.9の業務 

作業者 

目視確認 

確認者 

全数確認 

承認者 

観点確認 

信頼度：低 信頼度：中 信頼度：高 

2017.10~ツール導入 

作業者 

ツール使用 

確認者 

全数確認 

承認者 

観点確認 

信頼度：高 信頼度：高 信頼度：高 

変化に対応していない  変化点  



31 

取組背景 判断 定着 方向性検討 
実施 

進捗管理 
調査 

8H 

10H 

2.5H 

業務フロー図（改善後） 

５日間 
 21Ｈ 

Ｎ Ｎ－１週間 Ｎ－３日 

実質 
３日間で 
2.5Ｈ 

0.5H 

32 

取組背景 判断 定着 方向性検討 
調査 

(ﾋｱﾘﾝｸﾞ) 
実施 

進捗管理 

業務フロー図 
手順 必要なもの 

業務要件整理シート 

判断基準 

手順を明確にして、品質のばらつきを低減 
必要なものを明文化して、ヌケモレを防止 

業務フロー図・業務要件整理シート 

エビデンス情報一覧 

Ver　２．０
試作コード

　399B　

期限：

承認依頼（４４F 3 枚　：　ATEC 4 枚　）

　依頼（　INPUT　） サプライヤ □　サ技部 ■　その他（　Z　）

■目的　□変化点

観点（　エビデンス　）

MOS仕様組合せ（オプション設定確認）

送信機品番一覧

585B営業制約

導入国連絡書（ツール作成結果）W/O

□
　品番確認
・部品表で品番分けを確認⑥⑬

⑥⑫⑬

○

部品表の品番が更新前のため、品番一覧で確認
し、問題なし⑬参照
 315MHz:
　送信機　89778-35040
　受信機　89760-35042

■ □ □

□
　ツール作成結果と587B営業制約を比較
　587BでT5XＩへ設定した国を反映⑥⑨

⑩⑪⑮

△
⇒○

ツール作成結果に、義務国●が反映されない不
具合あり⇒⑪各国法規対応にてチェックし問題な
いことを確認

TPMS設定なしの国に義務国あり
⇒インドはWVTA導入ではないので、義務国から
外れ、問題なし④参照

■ □ □ □

　ツール作成結果にて義務国確認
・TPMSなしの国がＴＰＭＳ義務国でないことを確認 ⑩⑪
　TPMS設定ありとなしで導入国作成し確認

⑥⑨

○

反映を確認
⑥備考欄へ
　※587B営業制約により、T5XIに設定
　グレーハッチング設定

■ □ □

□
　ツールを使用し導入国作成
・車両仕様書×国別導入型式の不整合による、エラー有無確認
・TEMP_LINKの仕向先pkgに引当間違いないことを確認②④⑤

0④⑥⑦⑧

○

差異はあるが、問題なし
 0及び⑦参照

■ □ □ □　ツール作成結果と車両仕様書・国別導入型式で確認した導入国を比較
　0④⑥⑦⑧

③、②④⑤

○

エラーなし③参照

TEMP_LINKと仕向け先pkgに差異なし
②④⑤

■ □ □

①②

△
⇒○

最新の車両仕様書・国別導入型式を引当て

指示書へ仕向け先pkgなし⇒営業へ確認：587B
のみ存在、入手　②参照

■ □ □ □
　指示書確認
・該当する車両仕様書と国別導入型式を確認：①
・仕向け先pkgの有無確認：②

確認観点 判定 結果 作成/W 調査 承認

⑤ TEMP_LINK ⑩ ⑮

④ 車両仕様書 ⑨ 587B営業制約 ⑭

③ 取り込みエラーログ ⑧ WVTA取得国 ⑬

② 仕向け先ｐｋｇ ⑦ ⑫ 部品表 760W

① 指示書発行履歴 ⑥ 導入国連絡書（ツール作成結果） ⑪ 各国法規対応

レ：承認対象

・導入国連絡書の発行

0 国別導入型式

エビデンス情報一覧 フェーズ

585B CV前

□ 導入国連絡書

導入国連絡書　初回発行
送信機 受信機

イ ニシエータ

ドラ イ バ

レ レ
A/L
無し

株式会社アテック　ATEC.Co.,LTD.

PREPARED

承認 調査 作成

APROVED CHECKED Ver　２．０
試作コード

　399B　

期限：

承認依頼（４４F 3 枚　：　ATEC 4 枚　）

　依頼（　INPUT　） サプライヤ □　サ技部 ■　その他（　自部署　）

■目的　□変化点

観点（　エビデンス　）

送信機品番一覧

営業制約（　587B　）

〇

エビデンス情報一覧 フェーズ

585B CV前

□ 導入国連絡書

送信機 受信機
イ ニシエータ

ドラ イ バ導入国連絡書　初回発行 Ver 8.00 使用（雛型）

C　:　導入国確認依頼　印刷シート　　⑪　×　⑨

発行されているものとツールの差分がないか？
生産国に認証

〇 ⑪⑨で整合性に問題なし

・導入国連絡書の発行

① 国別導入型式 ⑥ 取り込みエラーログ ⑪

⑭

確認観点 判定 結果 作成/W 調査 承認

□ □

■

③ 仕向け先ｐｋｇ　×　導入国紐付け一覧 ⑧ ⑬

各国法規対応② 車両仕様書（MOS) ⑦ ⑫ 指示書　適合法規指示（含む部品認証取得指示） 

④ 指示書B一覧 ⑨ 導入国連絡書（ツール作成結果）

□ □ □

□ □

C　:　導入国連絡書 　義務国　⑩　×　⑦

・T5XIで作成し、TPMS設定有りに義務国がいないか？ 〇

ツールではA5D（ＷＶＴＡ）を認識しないため、義務
国にもシステム設定〇　TPMS法規国●　となっ
てしまうが、WVTA国にも必須であることを営業に
改めて確認実施、営業制約にて補完

部品表（参考　10CY→１５CYのため）

■ □ □ □

・営業にTPMS設定の導入国の確認を実施したか?

・営業からの回答結果が反映できているか?

実施済み

販売制約を同時回覧、正式回答入手予定：2/2

↑

・最新の車両仕様書と国別導入型式一覧で確認ができているかどうか？ 〇
指示書№を確認実施し、最新であることを確認、
問題なし

B　:　指示書発行履歴管理表 　④（　①＋②　）

A　:　プロセスフロー 　①＋②＋③

・Zから導入国×仕向地Pkg一覧が発行されているか?

・仕向地Pkgで全導入国が明示されているか？

⑮

・B1CI×B1DIでの車両導入国は明確になっているか?

」

・TPMS装着義務国にTPMSは設定されているか?

発行なしのため営業（森田殿）より入手

WVTAがA5D切り分けの為、
車両仕様書、営業制約にて補完実施

↑

C　:　導入国連絡書 　義務国　⑩　×　⑦、　⑨　×　⑪

〇

×
→〇

〇

×
→〇

〇

・ログにエラーがないか？

・最新のデータをしかるべき場所から入手しているか？
⑦　シャシーHP　⑧　CEMS

〇

結果：正常〇

・TEMP_LINKの整合性に問題はないか？ 〇
⑤×③を面着にて読み合わせを実施、整合性に
問題なし

⑦　リリース：２０１７．０８．２３　OK
⑧　Ver8.00　OK

C　:　導入国連絡書　ツール　TEMP_LINK　⑤　×　③

C　:　導入国連絡書　ツール　取り込みエラーログ　⑥

C　:　導入国連絡書 　周波数　⑨　×　⑧

・周波数　整合性に問題がないか？ 〇 ⑨⑧で整合性に問題なし

C　:　導入国連絡書 　仕様書　⑨　×　①　×　②

・仕様書　整合性に問題がないか？ 〇 ⑨①②で整合性に問題なし

□

C　:　導入国連絡書 　義務国　その他法規　⑨　×　⑫

・ＷＶＴＡ国にＴＰＭＳが義務になっているか？
セルビア、モンテネグロ、ボスニア・ヘルツェゴビナ、マケドニア、アルバニア、トルコ、
イスラエル

〇 ⑨⑫漏れなくTPMS設定されていることを確認 ■

□ □

■ □ □ □

■ □ □ □

■

C　:　導入国連絡書 　　印刷シート　品番　　⑪　×　⑬　（　⑭参考　）

・整合性に問題がないか？
　背景）　１０ＣＹ→１５ＣＹ　に変更のため、送信機タイプがＣ３になる

〇 ⑪⑬で整合性に問題なし ■ □ □ □

　－承認依頼－
　A：　プロセスフロー＆チェック項目リスト表
　B：　指示書発行履歴管理表

C：　導入国連絡書

導入国連絡書（印刷シート）

■ □

レ
統合

受信機
A/L
無し

□ □ □

周波数_TPMS導入周波数一覧_Ver8.00用

⑤ TEMP_LINK ⑩ 導入国連絡書（ツール作成結果）W/O

□

□

■ □

■ □

■ □

■ □

■ □

□■

■

■

株式会社アテック　ATEC.Co.,LTD.

PREPARED

承認 調査 作成

APROVED CHECKED

レ：承認対象

BEFORE 

取組背景 判断 定着 方向性検討 調査 
実施 

進捗管理 

AFTER 

委託元からの問合せ、要望、却下が減少 
承認者からの手戻りなし 

33 

 

モヤモヤを打破！ 
マンネリ病を 

[やめる・へらす・かえる] 

業務改廃 

ナイキンゲール 

34 

35 

取組背景 判断 方向性検討 調査 
実施 

進捗管理 
定着 

研修 

もやもや出し 

全体討議 

36 

即断即決  業務のもやもや 102件 
業務改廃の効果があったもの 23件 

取組背景 判断 定着 方向性検討 調査 
実施 

進捗管理 


